
平成 30 年９月 21 日 

消 費 者 庁 

 

食品表示法第６条第８項に規定するアレルゲン、消費期限、食品を安全に摂取

するために加熱を要するかどうかの別その他の食品を摂取する際の安全性に重

要な影響を及ぼす事項等を定める内閣府令の一部を改正する内閣府令（案）に

関する意見募集の結果について（概要） 

 

 

消費者庁では、「食品表示法第６条第８項に規定するアレルゲン、消費期限、

食品を安全に摂取するために加熱を要するかどうかの別その他の食品を摂取す

る際の安全性に重要な影響を及ぼす事項等を定める内閣府令の一部を改正する

内閣府令（案）」を公表し、広く国民の皆様から御意見を募集いたしました。 

 提出された御意見について、以下のとおり概要を取りまとめましたので、お知

らせいたします。 

 なお、御意見の趣旨又は理由が不明確なものや、本意見募集の対象となる事項

以外の御意見などについては、取り上げておりません。 

 

 

 

１．意見募集期間：平成 30年７月６日～同年８月４日 

 

２．意見提出方法：電子メール、ファックス又は郵送 

 

３．寄せられた意見総数：２件 

 

４．主な意見の概要と意見に対する考え方：別紙のとおり 



（別紙） 
主な意見の概要  意見に対する考え方 

果汁が食品に含まれていても、５％未満ならば「無果

汁」と表記してもよいこととなっているが、フルーツ

アレルギーを持つ人にとっては致命傷となる場合も

ある。食品によっては、果汁が５％未満でも含まれて

いる場合で「無果汁」と大きく表示されている場合も

ある。薬との飲み合わせも注意する果物も存在する。

原材料名に小さく記載されているものの、表記を見落

とす消費者が悪いのか。何を根拠に５％となっている

のか。命を守るために改善願いたい。 

御意見として承ります。 

本改正に賛成である。 
その様な表示が行われるのは望ましい事であると思

われた。 

賛成いただきありがとうござ

います。 

 
 


